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3 現状の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．メリットなどを理解しているかをレポートで評価する．などを理解しているかをレポートで評価する．理解しているかをレポートで評価する．しているかを理解しているかをレポートで評価する．レポートなどを理解しているかをレポートで評価する．で評価する．評価する．する．
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総合評価

テキスト 資料配付

参考書

関連科目 パワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクス，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学制御工学，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学電気回路，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学半導体工学，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学応用数学

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

応用パワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクス (Advanced Power Electronics))

電気電子工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義・演習】

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

パワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクスは，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学制御工学，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学電力工学，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学デバイス工学の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．3領域の複合領域に位置する分野であり，すでに産業界での課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．複合領域の複合領域に位置する分野であり，すでに産業界でに位置する分野であり，すでに産業界で位置する分野であり，すでに産業界でする分野であり，すでに産業界でで評価する．あり，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学すで評価する．に位置する分野であり，すでに産業界で産業界でで評価する．
は重要な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，講義，レな基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，講義，レとなっている．本講義で評価する．は，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学電力変換装置する分野であり，すでに産業界でやメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．電力用デバイスの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．基礎について学習するとともに，講義，レに位置する分野であり，すでに産業界でついて学習するとともに位置する分野であり，すでに産業界で，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学講義，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学レ
ポートなどを理解しているかをレポートで評価する．，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学実践とその発表を中心とした講義を行なう．とその課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．発表を中心とした講義を行なう．を理解しているかをレポートで評価する．中心とした講義を行なう．とした講義を行なう．講義を理解しているかをレポートで評価する．行なう．なう．

【A4-AE5】各種，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学パワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクス機器の動作や特徴を理解するとの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．動作や特徴を理解するとやメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．特徴を理解するとを理解しているかをレポートで評価する．理解しているかをレポートで評価する．すると
ともに位置する分野であり，すでに産業界で電力，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学実効値，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学平均電圧，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学周波数分布などの諸量を算出することがでなどの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．諸量を算出することがでを理解しているかをレポートで評価する．算出することがですることがで評価する．
きる．

各種回路に位置する分野であり，すでに産業界でおける平均電圧やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．周波数分布などの諸量を算出することがで等の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．算出することがでがで評価する．きるかを理解しているかをレポートで評価する．レポートなどを理解しているかをレポートで評価する．に位置する分野であり，すでに産業界でよ
り評価する．する．

【A4-AE5】DCDCコンバータ，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学インバータに位置する分野であり，すでに産業界で対して設計でき，動作確認のたして設計でき，動作確認のたで評価する．き，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学動作や特徴を理解すると確認のたの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．た講義を行なう．
めの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．シミュレーションして，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学 その課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．結果を評価するとともに考察してまとめるを理解しているかをレポートで評価する．評価する．するとともに位置する分野であり，すでに産業界で考察してまとめるしてまとめる
ことがで評価する．きる.

提出することがでした講義を行なう．レポートなどを理解しているかをレポートで評価する．やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．プレゼンテーションに位置する分野であり，すでに産業界でおいて（質疑応答を含む），設計した質疑応答を含む），設計したを理解しているかをレポートで評価する．含む），設計したむ），制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学設計でき，動作確認のたした講義を行なう．
DCDCコンバータやメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．インバータの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．動作や特徴を理解すると解しているかをレポートで評価する．析が行なわれているかなど，その理が行なう．なわれているかなど，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学その課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．理
解しているかをレポートで評価する．度シラバスを理解しているかをレポートで評価する．評価する．する．

【A4-AE5】パワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクス分野であり，すでに産業界での課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．最新動向を知るとともに，その利を理解しているかをレポートで評価する．知るとともに，その利るとともに位置する分野であり，すでに産業界で，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学その課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．利
点と問題点について説明することができる．と問題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．点と問題点について説明することができる．に位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．することがで評価する．きる．

成績は，レポートは，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学レポートなどを理解しているかをレポートで評価する．75%　プレゼンテーション25%　として評価する．する．レポートなどを理解しているかをレポートで評価する．75点と問題点について説明することができる．とプレゼンテーション25点と問題点について説明することができる．の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．合計でき，動作確認のた100点と問題点について説明することができる．
満点と問題点について説明することができる．で評価する．60点と問題点について説明することができる．以上を合格とする．レポートはを理解しているかをレポートで評価する．合格とする．レポートはとする．レポートなどを理解しているかをレポートで評価する．は75点と問題点について説明することができる．満点と問題点について説明することができる．で評価する．採点と問題点について説明することができる．した講義を行なう．もの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．を理解しているかをレポートで評価する．平均し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学 四捨五入するする. プレゼンテーションは2回実
施し， 内容し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学 内容10点と問題点について説明することができる．，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学 発表を中心とした講義を行なう．10点と問題点について説明することができる．，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学 質疑応答を含む），設計した5点と問題点について説明することができる．の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．25点と問題点について説明することができる．満点と問題点について説明することができる．で評価する．それぞれ採点と問題点について説明することができる．する.

「基礎について学習するとともに，講義，レパワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクス」：河村篤男，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学松井景樹 他 コロナ社社
「パワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクス回路」：電気学会半導体電力変換システム調査専門委員会　オーム社調査専門委員会　オーム調査専門委員会　オーム社社
「DC/DCコンバータの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．基礎について学習するとともに，講義，レから応用まで」：平地 克也， 電気学会応用まで評価する．」：平地 克也，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学 電気学会
「パワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクスに位置する分野であり，すでに産業界でおけるコンバーターの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．基礎について学習するとともに，講義，レと設計でき，動作確認のた法 -小型化・高効率化の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．実現- (設計でき，動作確認のた技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，講義，レシリーズ)」：鵜野であり，すでに産業界で 将年，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学 科学情
報出することがで版

履修上のの評価方法と基準
注意事項

本科目はパワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクスを理解しているかをレポートで評価する．応用した講義を行なう．実践とその発表を中心とした講義を行なう．的な内容を取り扱う．そのため設計とそれを検証するためのシミュレーショな内容を理解しているかをレポートで評価する．取り扱う．そのため設計とそれを検証するためのシミュレーショり扱う．そのため設計とそれを検証するためのシミュレーショう．その課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．た講義を行なう．め設計でき，動作確認のたとそれを理解しているかをレポートで評価する．検証するためのシミュレーショするた講義を行なう．めの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．シミュレーショ
ンを理解しているかをレポートで評価する．実施し， 内容しレポートなどを理解しているかをレポートで評価する．で評価する．評価する．する．関連科目としてこれまで評価する．に位置する分野であり，すでに産業界で，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学パワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクス，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学電気回路（質疑応答を含む），設計した三相回路），制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学電気機器の動作や特徴を理解すると，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学応用
数学に位置する分野であり，すでに産業界で関する科目を理解しているかをレポートで評価する．修得していることが望ましいが，修得していなくても興味を持って取り組めば理解できるような授業計していることが望ましいが，修得していなくても興味を持って取り組めば理解できるような授業計ましいが，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学修得していることが望ましいが，修得していなくても興味を持って取り組めば理解できるような授業計していなくても興味を持って取り組めば理解できるような授業計を理解しているかをレポートで評価する．持って取り組めば理解できるような授業計って取り扱う．そのため設計とそれを検証するためのシミュレーショり組めば理解できるような授業計めば理解できるような授業計理解しているかをレポートで評価する．で評価する．きるような授業計でき，動作確認のた
画にはしている．に位置する分野であり，すでに産業界ではしている．



授業の計画（応用パワーエレクトロニクス）パワーエレクトロニクス）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 パワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクスの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．概要な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，講義，レ パワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクスの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．概要な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，講義，レ，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学現状の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．などを理解しているかをレポートで評価する．理解しているかをレポートで評価する．する．

2 使用されるデバイス

3

4

5

6 ソフトなどを理解しているかをレポートで評価する．スイッチングの基本動作を説明し，種類・動作等について説明する．の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．基本動作や特徴を理解するとを理解しているかをレポートで評価する．説明することができる．し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学種類・動作や特徴を理解すると等に位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．する．

7 高周波トなどを理解しているかをレポートで評価する．ランスの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．コアとコイルとコイル パワー半導体とともに位置する分野であり，すでに産業界でパワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクスの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．キーパーツである高周波トランスについて説明する．で評価する．ある高周波トなどを理解しているかをレポートで評価する．ランスに位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．する．

8 プレゼンテーション ここまで評価する．の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．内容に位置する分野であり，すでに産業界でついてレポートなどを理解しているかをレポートで評価する．に位置する分野であり，すでに産業界でまとめ，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学プレゼンテーションを理解しているかをレポートで評価する．行なう．う．

9 制御回路設計でき，動作確認のた パワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクス機器の動作や特徴を理解するとの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．設計でき，動作確認のたに位置する分野であり，すでに産業界で必要な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，講義，レな制御回路設計でき，動作確認のた方法に位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学伝達関数の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．導出することがで手法に位置する分野であり，すでに産業界でついて学ぶ．

10 インバータの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．基礎について学習するとともに，講義，レ ハーフブリッジインバータ，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学フルブリッジインバータ等の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．回路構成，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学特徴を理解すると，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学動作や特徴を理解すると原理等に位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．する．

11 単相方形波インバータに位置する分野であり，すでに産業界でついて解しているかをレポートで評価する．説する．

12

13 三相方形波インバータの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．動作や特徴を理解するとに位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．する．

14

15 電動機制御 主たる応用分野である電動機制御について瞬時空間ベクトル理論や座標変換を用いたベクトル制御等について説明する．た講義を行なう．る応用分野であり，すでに産業界でで評価する．ある電動機制御に位置する分野であり，すでに産業界でついて瞬時空間ベクトル理論や座標変換を用いたベクトル制御等について説明する．ベクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ル理論や座標変換を用いたベクトル制御等について説明する．やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．座標変換を理解しているかをレポートで評価する．用いた講義を行なう．ベクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ル制御等に位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．する．
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17
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19

20

21
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23
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26

27

28

29

30

パワーエレクトなどを理解しているかをレポートで評価する．ロニクスの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．回路に位置する分野であり，すでに産業界でスイッチングの基本動作を説明し，種類・動作等について説明する．素子として使用されるデバイスを理解しているかをレポートで評価する．紹介するする.

DCDCコンバータ(1)　概要な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，講義，レ DCDCコンバータの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．種類やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．特徴を理解すると等，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学概要な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，講義，レに位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．する．

DCDCコンバータ(2)　非絶縁形 非絶縁形DCDCコンバータ(降圧チョッパやメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．昇圧チョッパ)の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．理論や座標変換を用いたベクトル制御等について説明する．動作や特徴を理解するとに位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学シミュレーションを理解しているかをレポートで評価する．実施し， 内容する．

DCDCコンバータ(3)　絶縁形 絶縁形DCDCコンバータ(フライバック，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学フォワード等）の理論動作について説明し，シミュレーションを実施する．等）の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．理論や座標変換を用いたベクトル制御等について説明する．動作や特徴を理解するとに位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学シミュレーションを理解しているかをレポートで評価する．実施し， 内容する．

DCDCコンバータ(4)　共振形

インバータ(1)　単相インバータ

インバータ(2)　単相PWMインバータ 単相インバータの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．パルス幅変調（質疑応答を含む），設計したPWM）法に位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．しシミュレーションを理解しているかをレポートで評価する．実施し， 内容する．

インバータ(3)　三相インバータ

インバータ(4)　三相PWMインバータ回路／マルチレベルインバータマルチレベルインバータ 三相インバータの課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．パルス幅変調（質疑応答を含む），設計したPWM）法に位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．しシミュレーションを理解しているかをレポートで評価する．実施し， 内容する．

備など）
考

中間ベクトル理論や座標変換を用いたベクトル制御等について説明する．試験および定期試験は実施しない．定期試験は実施し， 内容しない．
本科目の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．修得していることが望ましいが，修得していなくても興味を持って取り組めば理解できるような授業計に位置する分野であり，すでに産業界では，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学30 時間ベクトル理論や座標変換を用いたベクトル制御等について説明する．の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．授業の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．受講と 60 時間ベクトル理論や座標変換を用いたベクトル制御等について説明する．の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．事前・事後自己学習が必要な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，講義，レで評価する．ある．本科目の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．修得していることが望ましいが，修得していなくても興味を持って取り組めば理解できるような授業計に位置する分野であり，すでに産業界では，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学30時間ベクトル理論や座標変換を用いたベクトル制御等について説明する．の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．授業の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．受講と60時間ベクトル理論や座標変換を用いたベクトル制御等について説明する．の課題やメリットなどを理解しているかをレポートで評価する．事前・事後自己学習が必要な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，講義，レあ
る．
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